


88つつ知っておくべき のことのこと
５歳～11歳のワクチンは必要？

　コロナワクチン
は初期の武漢型
ウイルスのスパイク

タンパク質をもとに設計されていますが、そのスパ
イクタンパク質が変異することで変異株が生まれて
います。変異は RNA ウイルスの特徴であり、今後
も変異し続けます。ワクチンの効果は今後も落ち続
けていきます。

変異株への効果
は落ち続ける3

　厚労省は、オミ
クロン株に対する
有効性が明確で

ないことなどから、当面は小児の接種を「努力義務」
としないことを決め、大阪府泉大津市、愛知県大府市、
茨城県常総市などは、接種券を希望者のみへの郵送
にしました。

5 歳～ 11歳には
努力義務なし4

　ファイザー
とモデルナの
ワクチンは

まだ治験中です。（ファイザー：2023年5月  モデルナ：
2022年10月）2021年12月にファイザー・モデルナ
の「重大な副反応」に心筋炎が新たに追加されたよう
に、現時点ではまだわかっていない副反応や影響が
後にわかる恐れがあります。大規模な接種は人類初
の遺伝子製剤であり、中長期的な安全性も不明です。

コロナワクチンは
実験的遺伝子製剤2

　柏市保健所
で発表した第
6 波のコロナ

死亡者は3月28日時点で 68人ですが、接種の有無
のわかる47 人のうち、ワクチンの 2回 3回接種者は
37人で78.7％を占めます。
　また、3月16日時点で重症化し入院していた65人
のワクチン接種状況を調査したところ、接種の有無の
わかる重症者 59 人の内、ワクチン接種者は 48 人で
81.4％でした。
　亡くなった方や重症化した方は高齢者や基礎疾患
のある方が多く、ワクチンではこのような方の発症も
重症化も死亡も防げていません。

発症・重症化の
予防効果にも疑問6

3月16日時点での重症者（入院中）の接種状況

接種者（48人） 接種なし
（11人）

不明
（6人）

出典：柏市保健所集計データ

　子どもは
新型コロナ
ウイルス感染

の窓口となる ACE２受容体が少なく、自然免疫も
優れていることから、感染しづらく重症化しづらい
と言われています。厚労省の国内発生動向を見ても、
死亡者のほとんどは高齢者であり、20代までの致死
率は0.00％です。

コロナによる子どもの
重症化・死亡は稀1 　柏市新型コ

ロナウイルス感
染症データサイ

トでは「新規陽性者におけるワクチン接種の有無」が
公開されています。柏市では2月末時点で12歳以上人
口の87.9％が2回接種を、20.7％が 3 回接種をしまし
たが、第6波を防げていません。接種状況のわかる第6
波の新規陽性者のうちワクチン接種者は62.8％でした
が、この時点で 11 歳までの接種が進んでいなかったこ
とから10歳未満の人数を省いて計算してみると、新規陽
性者のうちワクチン接種者は79.9％でした。

オミクロン感染予防
効果はほとんどない5

▼第 6波における新規陽性者（10歳以上）のワクチン接種状況
（3月20日まで柏市保健所集計）

3回接種済み
（489人）

2回接種済み
（9871人）1回

接種済み
（121人）

接種なし
（2637人）
接種なし

（2637人）

不明
（2797人）

不明
（2797人）

出典：
柏市新型コロナウイルス
感染症データサイト
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モデルナ集団接種で
豪華景品プレゼント？！

　WHO は、基礎疾患があり
重症化する重大なリスクがある
小児に対して推奨しているだけ

で、対象年齢の子ども全てへの接種は推奨していません。イギリスや
ドイツも同様です。アメリカのフロリダ州も、健康な子どもにはワクチン
を接種しないよう勧告する方針を発表しました。

WHOは健康な子ども
に推奨していない7

HPVワクチンの

ほんとうのこと

こちらも注目！

　2013年4月に定期接種となった
後、重篤な副反応症状が多数報告
され、わずか 2 か月で積極的勧奨
をストップされたHPVワクチンが、
2022 年 4 月から接種勧奨を再開
されます。
　12歳～16 歳の女の子に定期接
種のお知らせと予診票が、そして
24歳までの女の子にキャッチアップ
接種のお知らせが順次届きますが、
副反応の問題が何一つ解決しない
ままの危険なワクチンです。更に薬害
被害者を増やしてはなりません。

被害者支援団体がわ
かりやすいリーフレット
を作成しましたので、
女の子の保護者はぜひ
ご確認ください。

　2～ 3 月、柏市では 40 歳以上で集団接種をした方に
200円相当のフレイル予防ポイント付与と、抽選でふるさと
産品が当たるキャンペーンを行い、大変驚かされました。
　ワクチンを接種するかしないか、どのワクチンを接種する
かは、自分の健康のために何が最善かという基準で選択
すべきですが、「豪華景品プレゼント」によって判断を歪めて
しまう恐れがあります。40 代まではファイザー社製とモデ
ルナ社製のワクチンで心筋炎発症報告頻度に差があり
ます。モデルナ社製を選び心筋炎を発症する方がいた場合、
豪華景品プレゼントでモデルナ社製に誘導した柏市に責任
がないと言えるでしょうか。
　そもそも、市民から預かる税金で特定の人物にプレゼント
を与えるような事業に賛成することはできません。特定の人物
が得をするキャンペーンに悪意がなくとも、排除されたと

感じる人がいればそれは差別です。国から供給されるファ
イザー社製ワクチンが少ないため、モデルナ社製を使用する
集団接種に誘導したい意図は理解できますが、ワクチンに
は副反応リスクがあるため、行政は接種する判断も接種し
ない判断も尊重しなければいけません。
　このような事業が企画され実施までされてしまう現状に、
人権意識の欠如を感じます。実施に2,088万円の支出が見
込まれ、予備費で充当されますが、問題点を指摘し反対を
表明しました。
　柏市では、市の事業が人権を守り差別を防止できるよう
チェックする仕組みがなく、
問題のある事業が度々
見られます。職員の人権
意識向上と、チェック体制
づくりが急務と考えます。
残念ながら答弁には危機
感がなく、反省の色もな
かったため、今後も強く
改善を求めます。

　厚労省の資料を見ると、
3月4日までに３種のワク
チン合わせて 1,571 件の

死亡事例が報告されています。
　医療機関からの副反応報告数を年齢別にみると、10 代の子どもの
死亡が6人、重篤な副反応発症者が413人も報告されています。心筋炎、
心膜炎、脊髄炎、髄炎、脳炎などの発症や、歩行障害など、未回復の
例も多々あります。

コロナワクチン接種後の
死亡者1571人8

新型コロナワクチンの副反応報告状況（2月20日までの累計）

死亡報告数
推定接種回数

100 万接種あたりの死亡報告数
重篤な副反応報告数（医療機関の報告数）
死亡報告数（最新 3/4まで）

ファイザー社 モデルナ社 アストラゼネカ社
1,430件

182,168,476回
7.8件

5,876件
1,471件

82件
38,319,684回

2.1件
744件
99件

1件
116,359回

11件
1件

出典：
厚生科学審議会
 予防接種・
 ワクチン分科会
 副反応検討部会  資料( ）




